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非糖尿病患者を対象とした我々の研究では、急性発症 T1D では有意に PV
減少を認めたが、劇症 T1Dでは減少を認めず、急性発症 T1D の膵萎縮には
自己免疫を介した機序の関与が推測された。 
抗 GAD 抗体（GADAb）、抗 IA-2 抗体（IA-2Ab）、抗 ZnT8 抗体（ZnT8Ab）、
およびインスリン抗体などの膵島関連自己抗体は、破壊された膵β細胞に
対する抗体であり本質的な T1D の病因とは言えないが、発症と強く関係し
ている。急性発症 T1D と SPIDDM では、成因および残存β細胞機能が明ら
かに異なるが、膵萎縮および膵島関連自己抗体の存在は両型に共通してお
り、本研究では T1D の PVと膵島関連自己抗体の関係を調べた。 
方法：T1D 71 例（急性発症 T1D 32 例、SPIDDM 39 例）と年齢、BMI が
合致した非糖尿病患者 39例を対象に、CT 検査を用いて膵体積を測定した。
膵島関連自己抗体は、GADAb、IA-2Ab、および ZnT8Ab を測定した。 
結果：PV は、T1D、非糖尿病患者の両群で体重と正相関したため、
Pancreatic volume index（PVI；膵体積/体重）を用いて検討した。T1D
の PVI は、非糖尿病患者に比べ約 40％減少していた。SPIDDM では、罹病
期間と PVI は負の相関を示した。T1D 全体で、GADAb および ZnT8Ab と PVI
とは関連を認めなかったが、IA-2Ab と PVI は負の相関を示した。IA-2Ab
抗体価別での PV 比較では、IA-2Ab 高抗体価群（≧10 U/ml）で陰性群に
比べ PVI が有意に低かった。IA-2Ab 高抗体価群は、急性発症 T1D の割合
が高く、GADAb および ZnT8Ab が高抗体価であった。 
結論：IA-2Ab 高抗体価は、特に急性発症 T1D における膵サイズ減少を
反映している。T1D における膵萎縮の潜在的なメカニズムは、急性発症 T1D
と SPIDDM で異なる可能性がある。 
